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微生物やタンパク質の
新規利用法の開発
当該研究では微生物の各種情報や技術を利用し、今まで提案されてこなかった微生物
や生産タンパク質の新規利用法を提案。
新規技術の社会への還元を狙い、産学連携を積極的に進めています。

光合成微生物、二酸化炭素の利用、微生物の物質生産、カーボンブラックの活用
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微生物やタンパク質を炭素材に担持した新規機能性物質の開発

および当該新機能物質に適した炭素材の開発

単細胞緑藻を用いた細胞プラスチックスの開発

微生物による美容成分の効率的な生産法の開発

生産された美容成分の化粧品としての効果的な利用法の開発
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炭素循環型の
プラスチックスの開発

応用生物学的な
炭素材の利用を目指す。

安全な化粧品素材の産出を目指す。

https://karube-lab.bs.teu.ac.jp/

緑藻細胞 細胞プラスチックス


